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学校だより はる かぜ 発行者 校長 大川 博靖

５年生「いのちの授業」を行いました
～生きているだけで１００点満点～

毎年、５年生は親子で「いのちの授業」と称

して、助産師会の皆様の協力により、保健とし

ての学習の他に、命を大切にする心を育てる活

動をしています。

今年度は、コロナ対策により保護者の参観は

ありませんでしたが、命の最初は紙に針で開け

た穴くらいの大きさであったこと、何億もの命

のもとから選び抜かれた奇跡の命であること、

さらには、すべての命が家族に待ち焦がれて生

まれてきたことなどを学びました。

体験では、胎児の月ごとのダミー人形を手に

取ったり抱きかかえたりし、生まれたときの自分 胎児の写真を見ながら学習
の姿に重ねている様子が見られました。

学習の最後に、講師の助産師さんから「生きてるだけで１００点満点」の言葉をいただき、命の

大切さや尊さを学ぶ素晴らしい時間になりました。

月ごとの胎児のダミーを抱っこ 出産時の胎児の３kgを実感

新しい学びの実現に向けて(授業の１コマを紹介)
４年生の外国語活動のようす ５年生の理科のようす

英語でのコミュニケーションの学習。 理科「メダカの発生」の学習で、メダカの

「I like Monday.」好きな理由を英語で聞い 卵が成長する過程を ICT で確認し、学習の
たり、自分で話したりしながら習得します 見通しを持ち、実際の卵をスケッチします



今年度新たに「群馬県教育情報ページ」が開設
「LINE配信」も開始、是非登録をお願いします

群馬県教育情報ページより抜粋

令和３年４月１日から新しく群馬県教育長に就任しました、平田郁美です。

今年度からの新しい取組として、教育関連情報を LINE等で発信することになりました。
令和の新しい時代において一層のデジタル化が進む中、新型コロナウイルス感染症対策もあり、

社会全体で ICT の活用が加速しています。群馬県教育委員会においても、これまで紙媒体で発行
していた「教育ぐんま」を一度休止し、LINE と群馬県教育委員会ホームページを通じて情報を発
信することにしました。デジタル化によるメリットを生かしながら、今後もより一層の工夫を行い、

皆さんに群馬県の教育の取組や方向性を分かりやすくお伝えできるよう努めてまいります。

予測困難な時代を生きる子どもたちは、自分の頭で考え、自分で決断し、自分から行動を起こす力を身
につけることが求められます。自分の考えで行動すれば、他者と衝突することもあるでしょう。しか
し、その中から調整し協力し合う力がつき、そして新しいものが創造されていきます。群馬県では、

このような新たな時代を切り拓く「始動人」を育成することを、新たな総合計画の目標としていま

す。(略)

本校のWebページには、Lineのリンクだけでなく、群馬県教育委員会のWebへのQRコー
ドがありますので、ご活用ください。


